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本研修事業の意義と役割 

 これは、公益財団法人日本社会福祉弘済会が平成３０年度社会福祉助成事業における研修事業の

ひとつとして採択したものです。 

 社会福祉法人東北福祉会は、継続実施しているプロジェクトのうち「人財育成・定着検討委員会」

による公開講座「ＶＲ認知症体験会 with 認知症カフェ取組事例紹介」を助成事業研修会として行

いました。（助成事業名称は「ＶＲ認知症体験セミナー～認知症を知り地域で支える～」）。 

 現在、認知症ケアに関する教育は、講義のほか体験学習を目的とした「演習」において、様々な

技法を駆使したグループワークによる事例検討やロールプレイ、認知症当事者の話を直接見聞きす

るということが中心になっています。（介護福祉実習等は除く。） 

その際、講師が最も苦心することは、どのようにして認知症の人本人の「主観」を“感じて”“知

り”、“理解”しようとするか、ということです。認知症になったことがない私たち（他者）が、認

知症の人の感覚と主観、考えを知り、理解することには大きなハードルが存在しています。私たち

のほとんどは発熱・悪寒、食欲減退・便秘・下痢、頭痛、腹痛、腰痛などの体調不良やケガなどの

経験があり、そのような状態に対して主観的に理解しやすい存在といえます。しかし、認知症のよ

うな精神・心理症状や行動障がいについては、私たちが理解するための自身の体験が乏しく当事者

を主観的に理解することに困難が多くある状態です。つまり逆にいうと私たちは主観的動物であり

自身の主観に支配されやすい存在であって、他者の主観を理解するためには相当な工夫が必要であ

るともいえます。認知症の人の生活支援は、当事者主体であることが最も重要であると認識されて

いる一方、本人の認知症による生活障がいについて、介護サービス従事者が本人の視点から主観的

に理解する方略が現時点では不足している状態であるといえます。 

なお、当事者の主観を理解することの重要性については議論の余地がないものと考えています。 

 ＶＲ（Virtual Reality；バーチャル・リアリティ）＝仮想現実は「コンピュータ・グラフィック

ス（ＣＧ）、アニメーション（アニメ）等により３６０度視野と視覚、聴覚、嗅覚、触覚等を刺激し、

その環境の中で自分自身が様々に体験すること」をいいます（例：未知のイベント体験、オンライ

ンゲーム。）。ＡＲ（Augmented Reality；アグメンティッド・リアリティ）＝拡張現実は「現実映像

等の世界にＣＧやアニメを追加等した環境で自身が体験すること」をいいます（例：ポケモンＧＯ

®。）。ＳＲ（Substitutional Reality（サブスティテューション・リアリティ）＝代替現実は「現実

映像に過去の映像を組み合わせて体験すること」をいいます（例：ＰＴＳＤ治療プログラム。）。Ｍ

Ｒ（Mixed Reality；ミックスド・リアリティ）＝複合現実は「現実映像を組み合わせるなどした仮

想の環境において体験すること」をいいます（例：３Ｄホログラム。）。いずれの場合も、自分自身

が通常体験できないことを感覚的に何度も経験し、自分自身の視点から直感的主観的に理解できる

という点に特徴があります。このような手法は、私たち他者が認知症の人という当事者の感覚と感

情、体験等を知り理解する方法の一つとして利用する価値があること、当事者に対する実践的ケア

を検討するための研修の開発に役立つものと大いに期待しています。 

 認知症の人の生活支援のもう一つの方法として「認知症カフェ」があります。これは認知症や認

知症の人の特性等に関する知識の普及・啓発と、相談支援や介護予防効果などの機能をもつ活動で

す。この研修会では当法人の事業拠点が直接関係する認知症カフェのうち、３つについてごく短時

間ですが活動の紹介を行いました。認知症ケア専門職者と住民との協働による認知症カフェの実践

に、課題を抱えている人たちの参考になるものと期待します。 

 この研修会は、認知症の人本人の主観に対応するケアの実践に役立つとともに、認知症ケアに従

事する人のストレス緩和（“認知症のなぜ”がわかること）に効果があるとも考えて行いました。 

 

社会福祉法人東北福祉会 人財育成・定着検討委員会 

担当施設長 舟越 正博  
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（研修会プログラム） 

プ ロ グ ラ ム 

時 間 内 容 

13:00～ ・受付 

13:30～ ・オリエンテーション 

13:35～ ・主催者挨拶（社会福祉法人東北福祉会せんだんの里：総合施設長 舟越 正博） 

13:40～ 

○ 第Ⅰ部 「東北福祉会 認知症カフェの実践報告」 

 ・午後の音楽Café   （せんだんの杜：阿部 和也） 

 ・まちの音楽カフェ♪  （せんだんの里：菅間 雅子） 

 ・オレンジカフェすまいる（せんだんの館：斗米 一志） 

14:15～ ・休憩 

14:30～ 

○ 第Ⅱ部 「VR認知症体験会」 

 ・講師紹介（株式会社シルバーウッド VR 事業部：黒田 麻衣子 様） 

 ・目的・目標の説明 

14:35～ 

① グループ自己紹介 

② 「認知症の人」に対して自分がいま持っているイメージを書いてもらう。認知症体験

後に振り返ってもらうことを伝える。 

③ VR認知症プロジェクトの簡単な説明。 

14:45～ 

① 1話目（視空間失認）のVRを見てもらう。 

② 体験後、思いや感情を書いてもらう。 

③ ストーリー解説。 

15:00～ 

① 2話目（見当識障害）のVRを見てもらう。 

② 体験後、思いや感情を書いてもらう。 

③ ストーリー解説。 

15:10～ ・VR認知症プロジェクトの想いの共有 

15:20～ 

① 3話目（レビー小体型認知症）の VRを見てもらう。 

② 体験後の想いや感情を書いてもらう。 

③ ストーリー解説。 

15:40～ 

○ 本日の体験を踏まえて 

① 新たな気づきはありましたか？ 

② あなたが今日からできることはなんですか？ 

③ 認知症に対する今のイメージを書き出してください。（体験前と変化があったか確認） 

16:00 

○ VR体験会終了 

・アンケート記入 

～16:10 
・閉会挨拶（社会福祉法人東北福祉会人財育成・定着検討委員会：委員長 松本 久） 

・終了 

  



- 2 - 
 

 

認知症カフェ取組事例紹介 
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ＶＲ認知症体験会 
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【ＶＲ認知症体験会】単独アンケート調査集計結果(抜粋) 
 

 アンケート調査対象者：４４名（回収率：９８％） 

 

１．（ＶＲ認知症体験の）満足度       ２．ＶＲの視聴によって、認知症の人に対する 

                        「理解」は進んだと思うか？ 

 

  
 

３．ＶＲの視聴によって、認知症の人の介護の ４．ＶＲ認知症体験プログラムを他の人にも 

 「心理的負担度」は和らぐと感じたか？     「薦めたい」と思うか？ 

  
 

  

大変満

足 67%

満足

33%

感じる

80%

どちらか

というと

感じる

20%

感じる

71%

どちらか

というと

感じる

29%

はい

100%

n=42 n=41 

n=42 n=41 
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●ＶＲ認知症体験【前】と【後】の比較 

１．認知症のある人が怖い 

 
 

２．認知症のある人にどう接していいかわからない 

 
 

３．認知症のある人が現実にはありえない様なことを話したら、根気強く訂正してあげる方がよ

い 

 
  

はい

4%

0%

どちらかというとはい

21%

7%

どちらかというといいえ

26%

15%

いいえ

49%

78%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

4%

0%

どちらかというとはい

23%

5%

どちらかというといいえ

40%

22%

いいえ

33%

73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

0%

0%

どちらかというとはい

0%

0%

どちらかというといいえ

26%

5%

いいえ

74%

95%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後
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４．何度も同じことを繰り返し聞いてくる場合は、繰り返し聞いているという事を自覚させてあ

げたほうがよい 

 
 

５．間違いは一つ一つ正す方が良い 

 
 

６．プライバシー保護のために、近所の人には認知症であることを知らせない方がよい 

 
  

はい

0%

0%

どちらかというとはい

2%

0%

どちらかというといいえ

14%

2%

いいえ

84%

98%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

0%

0%

どちらかというとはい

0%

0%

どちらかというといいえ

28%

0%

いいえ

72%

100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

2%

0%

どちらかというとはい

2%

2%

どちらかというといいえ

36%

10%

いいえ

60%

88%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後
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７．認知症は、感動したりうれしいときに感情を表現することできなくなってしまう病気だ 

 
 

８．認知症は、自分が何をしたいのか全くわからなくなってしまう病気だ 

 
 

９．認知症のある人が一人での外出を望んでも外出できないように施錠するしか方法がない 

 
  

はい

2%

0%

どちらかというとはい

7%

5%

どちらかというといいえ

26%

10%

いいえ

65%

85%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

0%

2%

どちらかというとはい

21%

8%

どちらかというといいえ

28%

15%

いいえ

51%

75%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

0%

0%

どちらかというとはい

5%

0%

どちらかというといいえ

16%

5%

いいえ

79%

95%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後
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10．認知症になると何も出来なくなってしまうので全てにおいて代わりにやってあげるのがよい 

 
 

11．認知症の症状がひどい場合は、薬を増やすしかない 

 
 

12．認知症のある人が暮らす環境や周囲との人間関係を改善すると認知症の症状が改善すること

がある 

 
  

はい

0%

0%

どちらかというとはい

2%

0%

どちらかというといいえ

7%

0%

いいえ

91%

100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

0%

2%

どちらかというとはい

2%

0%

どちらかというといいえ

31%

8%

いいえ

67%

90%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

58%

79%

どちらかというとはい

26%

8%

どちらかというといいえ

14%

0%

いいえ

2%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後
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13．認知症になってしまうと周りに迷惑がかかるので買い物には行かないように説得するしかな

い 

 
 

14．家族が認知症になったら仕事を辞めて介護に専念するしかない 

 
 

15．認知症のある方が困っていたら、積極的に声をかけたり助けようと思う 

 
  

はい

0%

2%

どちらかというとはい

5%

0%

どちらかというといいえ

16%

11%

いいえ

79%

87%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

0%

0%

どちらかというとはい

9%

8%

どちらかというといいえ

16%

5%

いいえ

75%

87%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後

はい

54%

79%

どちらかというとはい

42%

13%

どちらかというといいえ

2%

0%

いいえ

2%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

体験前

体験後
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16．自由記述 

 ■よかった点 
１．“体験したことがないから分からない。”本当にその通りだと思いました。安心してもらおうと思っ

て使う「大丈夫」も笑顔も、認知症の方にとっては全く大丈夫でなくて、さらに不安にさせてしまう

こともあると知りました。貴重な体験をありがとうございました。 

２．認知症について学校で勉強してきたけど、ＶＲで実際に見て、こんなにこわい思いとか、不安をか

かえているんだと学んだ。その人が今どういう気持ちなのかを聴いてあげることが安心につながるの

だとわかった。 

３．「大丈夫」という言葉を使うことを介護実習中に悩んでしまい、どう声をかけたらいいのか、わから

なかったことがありました。ＶＲを通して感じたことを活かして言葉を探しながら本人の気持ちに立

てる介護福祉士になりたいと思った。 

４．とても学ぶことがたくさんありました。私は行政で保健師の立場で携わっていますが、異動もいつ

かあるのが現実です。ですが、子どもたちも含め、個人として地域でできることをやり続けようと思

っています。自分が住みたい地域にするために。 

５．普段経験できない“認知症のある方の視点”を自分の目で経験できた。 

６．プログラムやシルバーウッドの方の話を聞いて、今後の自分に活かしたいと思うことがたくさんあ

った。気づかされた。 

７．自分の体験したことのない体験をすることができました。不安や悩みなど「その人」の思うことが

見えた気がしました。「その人」を理解し受け止める環境が大切だと思いました。 

８．認知症の方の視点で感じることができ、とてもよかった。業務をするにあたって利用者様への声が

けが少しでも変えられると思った。 

９．認知症に対しての見方、捉え方が変わった。なぜイヤなのか？なぜ落ち着かないのかが理解できた。

認知症により→（本人）が恐怖と感じたり不安を感じたりしていることを少しでも取り除き一緒に笑

うことができればよいなと思いました。 

10．ＶＲの体験は初めてでした。１話目は立ってしたのでとても体感がありました。ご本人の話を聞け

たこともとてもよかった。講師の黒田さんのプレゼンもよかったです。 

11．見る体験をするということが大切だと身にしみました。銀木犀さんの取り組みにも興味がわきまし

た。 

12．主観的に体験できた。 

13．客観性だけを求めてはいけないことを知った。 

14．ＶＲを通じて、より認知症の症状を視覚・聴覚に感じることで認知症の利用者の気持ちになること

ができた。 

15．今まで想像でしかなかったことを体験できてとてもよかったです。想像していたことは違っていた

ことも多く、体験会に他の人にも参加してもらいたいと思いました。 

16．ＶＲ体験をずっとしてみたかったので、今回参加できてよかったです。認知症の本を見て書いてあ

る内容だけの理解では不十分で実際に体験でき心が動かされました。ありがとうございました。 

17．想像と体験は別世界でした。今後の認知症の方との関わりにとても役に立つ講座でした。 

18．認知症の方の見ている世界をリアルに知ることができて貴重な体験でした。職場で活かしていきた

いです。 

19．とにかく感動しました。教科書や先生から学んではいても、やはり体験してみないとその方の気持

ちに寄り添えないということがよくわかりました。今後の仕事、入居者様との生活に活かしていこう

と思います。 

20．ご本人の気持ち視点に立つことが出来るのではないかと思いました。大切なことに気付かされたと

思います。 

21．当事者の声も反映されていてよかったと思います。 

22．認知症について知っているつもりでいる人が多いのでは？と思いました。 

23．シルバーウッド・黒田麻衣子さんの取り組み、考え方を聞かせていただき、本当に素晴らしいと思

いました。仙台の大学への講座に一度来ていただきたいと思います。→学部へ提案したいです。 

24．実際に体験することで理解できることに加え、寄り添える気になれた。 

25．ＶＲで気付くことは再認識につながった。あくまでも再現、これから実際に当事者がみている景色

や風景を見て感じることができればいいと思います。 

26．レビー小体型認知症の幻視を体験できたこと。 

27．関東ではＶＲの認知症体験会を多く取り入れているが、たぶん宮城では初めてだと思いますが、費
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用が無料なので、身近に認知症の体験ができたのはよかったです。本日はありがとうございました。

初心に返れ、思いやりの大切さも学びました。心温まる研修でした。 

28．普段、経験できないことをでき、とても楽しかったです。視覚・体感で共感していくことができれ

ば理解度はもっと広がっていくと思う。講師の話がわかりやすくてよかったです。 

29．認知症のＶＲで疑似体験できてよかったです。 

30．初めて認知症を体験して、今までなら無意識に認知症の方を傷付けてしまっていたかもしれないこ

とを直せるようになったと思う。 

31．改めて再確認できた。 

32．ＶＲ体験など初めて知りました。自分が思っている、考えているケアの仕方をもう一度しっかり見

直し、学んだことを活かし仕事に役立てていきたいと思います。 

 

 ■その他の感想・意見 
１．ボリューム大きすぎるなと思ったものあり、調節の仕方がわかるとよかった。 

２．１回何十万円もかかるときいています。行政での次年度予算は１０月にはほぼ決まります。開催（参

加）時期が上半期だとよかったな・・・と。 

３．ＶＲが重かった。 

４．席が狭い。 

５．もっと介護度のひどい方に接する体験もお願いしたい。 

６．もっとこういった研修会が増えてもらえばいいのになぁと思いました。 

７．実際に認知症の方のお話しも聞いてみたいなぁと思いました。 

８．ＶＲの振り返りはグループワークの方が、より自分に入ってくると思いました。記入している間に

講話になると気がそれるので、ＶＲ→グループワーク→ＶＲ→グループワーク→まとめだったら、私

にとってはよかったです。 

９．ＶＲ体験をたくさんの人にしてほしいです。 

10．もっと多くの人数に参加してほしい。 

11．スクリーンにあった資料がほしかったです。 

12．研修の時間が少ないので、もう少し長い時間の研修をしてもらいたい。 

13．ＶＲの視聴、色々なパターンで作っていただけるとよいと思う。 

14．終始早口で“良さ”をかみしめられません。「伝わる」を。 
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【公開講座】全体アンケート調査集計結果 
 

 アンケート調査対象者：４４名（回収率：１００％） 

 

１．居住地 

 
市外：岩沼市・富谷市・多賀城市・石巻市・白石市・利府町・松島町・美里町・柴田町・丸森町 

 

 

２．性別と年齢（年代） 

  
  

青葉区

29%

宮城野区

11%

太白区

7%

若林区

7%

泉区

9%

市外

35%

未記入

2%

男性

23%

女性

54%

未記入

23%

20代

18%

30代

27%
40代

30%

50代

12%

60代

11%

70代

以上

2%
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３．職業                   ４．情報の入手ルート 

 
その他：主婦                その他：友人・宮城県社会福祉協議会 

                          勤務先の会社・ネットサーフィン 

 

 

５．研修会の感想              ６．研修会に対する今後の希望 

 
                      その他 

                       １）介護施設職員同士の交流の場 

                       ２）介護離職した人に対する仕事の場の提供 

                         介護家族だからできる「仕事」があると

いいな！ 

  

会社員

2% 公務員

5%

介護施設従事者

77%

医療機

関従事

者

0%

学生

7%

その

他

9%

チラシ

52%

ホーム

ページ

12%

ＦＡＸ送

信チラ

シ

34%

その他

2%

大変よ

かった

48%

まあまあ

よかった

50%

未記入

2%

認知症

の理解

32%

高齢者

の疾患

19%

口腔ケ

ア・栄

養につ

いて

16%

認知症

カフェ

18%

その他

3%

未記入

12%
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７．その他の意見・感想（自由記述） 

 １）非常に良い研修でした。 

 ２）カフェには、数回お伺いしています。 

   この後、お世話になることがあるかもしれません。こういうカフェがあるということを知

っておくことが大切と思っています。 

 ３）ありがとうございました。 

 ４）法人以外でも人材育成は課題だと思うので、公開講座は続けて欲しいです。 

 ５）この体験を日常の業務に活かしていきたいと思います。 

 ６）介護人材不足が問題となっているので、何かそこに繋がる高校や福祉系以外の学校教員の

理解が広まる取り組みをしたいです。 

 ７）高校生・大学生がたくさん参加して欲しいです。 

   参加対象に明記して欲しい。（誘いやすい・周知しやすい） 

   介護系は避ける進路指導をしているとか、残念な声を聞くので。 

 ８）認知症カフェ紹介３か所について、スライド資料は写真もよいが、基本的な情報のスライ

ドがあるとよかったです。開催頻度、時間、流れ、場所などのスライドがあるとよかったで

す。（もしくはチラシなど） 
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本研修事業のまとめ 

 

 我が国の認知症高齢者数は２０２５年には約７００万人、６５歳以上の高齢者の約５人に１人に

達することが推計されており、国においても「認知症施策推進総合戦略～認知症高齢者等にやさし

い地域づくりに向けて～（新オレンジプラン）」を策定し、認知症の人の意思が尊重され、できる

限り住み慣れた地域のよい環境で、自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指してい

ます。 

 しかし、現在の一般社会においては、認知症に対する正しい理解や、その支え方が十分普及して

いるとは言い難く、認知症の当事者への偏見や誤解のほか、認知症について触れる機会がまだまだ

少ない社会であることからも、他人事としての認識等が存在している事実があると考えています。 

 そのような背景から、本研修事業では、医療・介護の従事者のみを研修参加の対象とすることな

く、研修対象者を限定せずに研修会を開催し、誰もが認知症への正しい理解をもち、認知症の人や

介護をする家族等の気持ちを理解することにより、「認知症を知り地域の中で支える」ことの重要

性を普及・啓発することを目的として開催しました。このような経緯からも、研修事業「ＶＲ認知

症体験セミナー～認知症を知り地域で支える～」は、研修名を「ＶＲ認知症体験会 with認知症カ

フェ取組事例紹介」とし、内容をわかりやすくした研修会として実施しました。 

 研修会はＶＲ（バーチャル・リアリティ）を体験できる機材の都合上、定員５０名での開催でし

たが、介護サービス従事者、主婦等の地域住民、行政職員、学生等の幅広い対象から定員を大幅に

上回る申し込みがあり、当法人が研修事業を企画した当初の段階よりも、認知症当事者の気持ちを

理解しようとする人々は多く、幅広い層でその意志が高まっていることが確認できました。 

 このような状況は、国が目指している「認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地

域のよい環境で、自分らしく暮らし続けることができる社会の実現」に、また一歩近づいていると

いうことの表れでもあり、国が目指す社会の実現に向けた大きな可能性を秘めていると感じるもの

でもありました。 

本研修では、現時点における最新鋭の機材を用いた認知症の疑似体験と、認知症カフェ開催が定

着した取組事例紹介でしたが、このような場面に触れる機会は、まだまだごく一部に限られるのが

実態です。我々「社会福祉法人東北福祉会」は、これからも認知症の人やその家族、介護サービス

従事者、認知症の人を支える地域の方々等が、認知症に関する理解をさらに深めることができる場

の企画・提供と、より一層ともに支え合える地域づくりを増進できるよう、認知症に関する普及・

啓発の活動を継続していかなければならないと考えています。 

最後に「ＶＲ認知症体験会 with認知症カフェ取組事例紹介」の開催にご協力いただいた「株式

会社シルバーウッド」並びに「学校法人栴檀学園東北福祉大学」の皆様に、この場を借りて深謝申

し上げます。 

また、研修における認知症カフェ取組事例紹介の実践報告及び運営に協力された当法人職員と、

本研修の企画・運営を行った人財育成・定着検討委員会の皆さんに、心から御礼を申し上げます。 

 

平成３０(2018)年１２月 

 

社会福祉法人東北福祉会 人財育成・定着検討委員会 

委員長 松本  久  

  



- 28 - 
 

 

 

 

 

  



- 29 - 
 

 

資料集 
 

  



- 30 - 
 

 
 



- 31 - 
 

 



- 32 - 
 

 
  



- 33 - 
 

 
  



- 34 - 
 

  



- 35 - 
 

 
 

出所：河北新報社 ONLINE NEWS https://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201812/20181201_13059.html 
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社会福祉法人東北福祉会「人財育成・定着検討委員会」 
 

 

 氏 名 所属・職名 

委員長 松本   久 せんだんの杜住居支援部・部長 

委員 小山  一哉 せんだんの杜ものう高齢福祉部高齢福祉課・課長 

委員 佐々木 園恵 せんだんの里・筆頭支援部長 

委員 森    毅 せんだんの館生活支援事業部高齢福祉課第一支援係・係長 

法人本部 野田   毅 法人本部事務局・次長 

担当施設長 舟越  正博 せんだんの里・総合施設長 

所属・職名は平成３０年１２月２１日現在 
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